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１ 第１章 

計画策定にあたって 
 

１ 計画策定の趣旨 
 

 碧南市（以下、「本市」という。）では、平成２４年に［障害者計画］と［障害福祉計画］を

一体とした［へきなん障害者ハーモニープラン］を策定し、“ひとが人間（ひと）としてあた

りまえに暮らせる市民協働による地域で育む自立支援社会づくり“を基本理念に掲げ、障害福

祉施策を展開してきました。また、障害福祉サービス等の目標や見込量を設定するため、平

成２７年には［障害福祉計画］の見直し、平成３０年には［障害福祉計画］の見直し及び［障

害児福祉計画］の策定を行い、支援を必要とする人への適切なサービスの提供を図ってきま

した。 

 この間国では、平成１８年に国連総会で採択された［障害者の権利に関する条約（以下、

「障害者権利条約」という。）］の批准に向け、［障害者基本法］の一部改正や、［障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下、「障害者総合支援法」という。）］、

［障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（以下、「障害者差別解消法」という。）］

の制定などを進めてきました。こうした国内法等の整備を経て、平成２６年に国は［障害者

権利条約］を批准し、効力が発生することとなりました。その後も、平成２８年に［障害者総

合支援法］及び［児童福祉法］の一部改正、平成３０年に［障害者権利条約］批准後では初と

なる［障害者基本計画（第４次）］の策定、［障害者による文化芸術活動の推進に関する法律

（以下、「障害者文化芸術推進法」という。）］制定等が進められ、障害者が安心して、生きが

いを持って暮らすための環境が整えられてきています。 

 一方で近年は、少子高齢化、核家族化の進行や地域社会の変容が進んでおり、福祉ニーズ

の多様化・複雑化や、福祉分野の担い手の不足、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ＊）などを踏

まえた地域共生社会の実現などについても、障害福祉分野で取り組んでいくことが求められ

ています。 

 このたび、［へきなん障害者ハーモニープラン］が計画期間の満了を迎えることから、以上

のような社会状況や、本市の障害者を取り巻く状況を踏まえ、［障害者計画］［障害福祉計画］

［障害児福祉計画］を一体とした［へきなん障害者ハーモニープラン］を策定します。 
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２ 国の動向 
 

●近年の国の障害福祉に関する動きは、［障害者権利条約］への批准を目指し進められてきま

した。平成２６年の条約批准後も、様々な法整備や障害福祉施策が進められています。ま

た、平成３０年３月、［障害者権利条約］批准後初めての基本計画となる［障害者基本計画

（第４次）］が策定され、共生社会の実現に向けた施策の推進が図られています。 

●国際的な動向としては、平成２７年に国連で採択された［持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ

＊）］においても、不平等の解消や均等な雇用機会の提供が示されており、障害福祉分野で

も、差別解消のための取り組みの強力な推進が求められています。 

■障害福祉に関する近年の動き   

  

年 法律等 内容等 

平成

１８年 

障害者自立支援法の施行 障害のサービスの一元化や障害程度区分の導入 

国連で障害者権利条約の採択 
障害者の固有の尊厳の尊重を促進することを目的とした

人権条約 

平成

１９年 
障害者基本法の改正 市町村障害者計画の策定が義務化 

平成

２３年 
障害者基本法の改正 目的規定や障害者の定義の見直し等 

平成

２４年 
障害者虐待防止法の施行 

障害者に対する虐待の禁止、国等の責務、早期発見の努

力義務を規定 

平成

２５年 
障害者総合支援法の施行 

［障害者自立支援法］を［障害者総合支援法］とし、障

害者の範囲の見直し、障害支援区分の創設等を規定 

平成

２６年 
障害者権利条約への批准 障害者権利条約の批准書を国際連合事務総長に寄託 

平成

２８年 

障害者差別解消法の施行 
障害を理由とする不当な差別的取り扱いの禁止、合理的

配慮提供の促進を位置づけ 

障害者雇用促進法の改正 
雇用の分野における、差別的取り扱いの禁止、合理的配

慮の提供の義務化 

成年後見制度利用促進法の施

行 

成年後見制度の利用促進、利用に関する体制整備、成年

後見制度利用促進基本計画の策定 

平成

３０年 

障害者基本計画（第４次）の策

定 

当事者本位の総合的・分野横断的な支援、複合的な困難

や障害特性等に配慮したきめ細かい支援等の位置づけ 

障害者総合支援法及び児童福

祉法の一部改正 

障害者の地域生活の支援や障害児支援へのきめ細かな対

応、サービスの質の確保・向上に向けた環境整備等 

障害者文化芸術推進法の施行 文化芸術鑑賞機会の提供や交流の促進等を位置づけ 

令和

元年 
障害者雇用促進法の改正 

障害者の活躍の場の拡大、国及び地方公共団体の障害者

の雇用状況の把握等 



 

3 

 

３ 計画の位置づけ 
 

（１）法的な位置づけ 

●［障害者計画］は、障害者基本法第１１条第３項に基づく［市町村障害者計画］です。

障害者のための施策に関する基本的な事項を定めます。 

●［障害福祉計画］は、障害者総合支援法第８８条第１項に基づく［市町村障害福祉計画］

です。障害福祉サービス等の必要な見込量を算出し、その見込量を確保するための方策

を定めます。 

●［障害児福祉計画］は、児童福祉法第３３条の２０第１項に基づく［市町村障害児福祉

計画］です。障害児福祉サービス等の必要な見込量を算出し、その見込量を確保するた

めの方策を定めます。 

●［へきなん障害者ハーモニープラン（以下、「本計画」という。）］は、上記の３つの計画

を一体的に策定するものです。 

■障害者計画と障害福祉計画、障害児福祉計画の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

へきなん障害者ハーモニープラン 

障害者計画 

障害者のための施策に関する基本的

な事項を定める 

障害福祉計画 

障害福祉サービス等の必要な

見込量を算出し、その見込量を

確保するための方策を定める 

障害児福祉計画 

障害児福祉サービス等の必要

な見込量を算出し、その見込量

を確保するための方策を定める 

障害者基本法 

第１１条第３項 

障害者総合支援法 

第８８条第１項 

児童福祉法 

第３３条の２０第１項 

【根拠法】 
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【国の計画】 

障害者基本計画 

【愛知県の計画】 

愛知県障害者計画 

愛知県障害福祉計画 

愛知県障害児福祉計画 

 

・ 

・ 

（２）他の計画との関係性 

●［へきなん障害者ハーモニープラン］は、上位計画である［碧南市総合計画＊］や［へ

きなん地域福祉ハッピープラン＊（碧南市地域福祉計画）］をはじめ、市の関連計画との

整合を図ります。 

●また、国の［障害者基本計画］並びに愛知県の［愛知県障害者計画］、［愛知県障害福祉

計画］及び［愛知県障害児福祉計画］とも整合を図ります。 

 

■本計画と他の計画の関係性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

碧南市総合計画＊ 

碧 南 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 ＊  

へきなん障害者ハーモニープラン 

碧 南 市 高 齢 者 ほ っ と プ ラ ン ＊  

へ き な ん 健 康 づ く り ２ １ プ ラ ン ＊  

へきなん地域福祉ハッピープラン＊ 

へ き な ん 自 殺 対 策 計 画 ＊  

碧 南 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画  

碧南市障害者計画 

碧南市障害福祉計画 

碧南市障害児福祉計画 
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４ 計画の期間 
 

本計画は、［碧南市障害者計画］の計画期間を６年、［碧南市障害福祉計画］［碧南市障害児

福祉計画］の計画期間を３年とします。 

 

■計画期間                                    （年度） 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 

碧南市 

障害者計画 

 
        

 

碧南市 

障害福祉計画 
         

 

碧南市 

障害児福祉計画 
         

 

碧南市総合計画＊          
 

へきなん地域福祉 

ハッピープラン＊ 
         

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６次 

第３次 

第３期 

第６期 

第２期 


